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Ⅰ 前回部会の振り返り P1,2

Ⅱ 公共交通グランドデザイン改定（案） 別添
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Ⅰ 前回部会の振り返り

■グランドデザイン改定の方向性として、①基本方針の「基幹公共交通軸の強化」、「バス路線網再編」 、「公共交通・空白不便地域の解消」に加え、新た
に②「都市交通の最適化（ﾍﾞｽﾄﾐｯｸｽ）」及び③「公共交通優先区域」の位置付けを行うことで、既存のｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝを発展させる。

（１）グラインドデザイン改定の方向性

P１▲前回部会資料

①「基幹公共交通軸の強化」「バス路線網再編」
「公共交通・空白不便地域の解消」に加え

②新たに「都市交通の最適化（ベストミックス）」を位置付け
③さらに、交通が集中する市街地部を「公共交通優先区域」
へ位置付け。
その他、MaaS等の新技術の活用を追記し、既存の公共交
通グランドデザインを発展。



Ⅰ 前回部会の振り返り

■公共交通ネットワーク、渋滞、その他に関してご意見を拝聴。今回のグランドデザイン改定（案）に以下「対応案」のとおり反映。

（２）前回部会でのご意見と対応案
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■ﾀｸｼｰも公共交通として重要。
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■地域特性に応じた公共交通ネットワークの構築が重要。
なお、具体的な取組が重要で、特に、各モードの役割分担、結
節性の向上、鉄軌道の総合的な検討も必要。

■路線バスはあるが移動の不便な地域への対応が必要。

■市民も観光客もシームレスに移動しやすい将来像を描く必要
がある。

■公共交通のためにも渋滞解消が必要。

■外環状道路の内側に流入する自家用車への対応が必要。

■環境負荷軽減の観点も位置付ける必要がある。

■免許返納したいけど、できないという声をよく聞く。
■人手不足、特に新卒の確保が課題。

■公共交通に転換したくなる取組が必要（バス無料化の日等）

■「公共交通優先区域」は自家用車流入規制のイメージか？

■ｺﾐｭﾆﾃｨ交通（予約型乗合ﾀｸｼｰ）をﾈｯﾄﾜｰｸの柱に位置付け。
課題をわかりやすく表現するため今回のｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ資料にﾀ
ｸｼｰ利用者数を入れていないが、今後、他資料で状況に応じ記載。

■地域特性に応じた交通体系としてﾍﾞｽﾄﾐｯｸｽや「公共交通優先区
域」、それらを構築する施策展開を記載。

■ﾈｯﾄﾜｰｸの柱であるﾊﾞｽ路線網再編に共同運行での全体最適化
ｲﾒｰｼﾞを記載。P＆Rでの基幹公共交通軸への接続ｲﾒｰｼﾞを記載。

■「移動利便性の向上」を項目として記載。
市民、観光客にとってｼｰﾑﾚｽな移動を可能とする施策展開。

■基幹公共交通軸を強化する道路施策を記載。（交差点改良等）

■外環状道路の内側に流入する自家用車への対応としてﾍﾞｽﾄﾐｯｸ
ｽを記載。

■将来像の実現による効果イメージとして環境負荷軽減を記載。

■基幹公共交通軸の強化や移動利便性の向上（エリア内均一運賃
等）を記載。

■具体的な区域設定や規制策ではなく、市民等と共有する概念と
して記載。

■自家用車以外の移動手段確保を1つの視点として全体を整理。
■ﾊﾞｽ路線網再編に共同運行での全体最適化ｲﾒｰｼﾞを記載。

P２



熊本市交通政策課 〒860-8601 熊本市中央区手取本町1番1号 ☎096-328-2510

目指すべき交通体系を実現するイメージ 熊本市公共交通基本条例（平成25年4月施行）

移動しやすく暮らしやすいまちへ

🔺渋滞による事故リスク・環境負荷の増大

🔺渋滞解消による事故リスク・環境負荷の軽減

🔺自家用車以外の
交通手段の喪失

🔺自家用車以外の
交通手段の確保

公共交通の利便性を向上

自家用車からの転換を促進

ベストミックスの構築

〇本市では、市民及び事業者の参画と協働のもと、公共交通の維
持・充実を図るための条例を制定しています。

・公共交通の利便性向上
・市が実施する施策に協力

・公共交通を積極的に利用
・公共交通の担い手として
の自覚

・総合的な施策の立案及び
実施

・公共交通に関する市民意
識の啓発

公共交通の維持及び充実に関する責務を規定

○ベストミックスの構築により、移動しやすく暮らしやすいまち
へ

このままだと・・・

熊本市

イメージ

公共交通グランドデザインとは、熊本市が目指すべき公共交通体系の将来像を描いたものです。是非ご一読ください。

ベストミックスの構築

※矢印はイメージであり、ルート
を規定するものではありません。

公共交通空白・不便地域の解消

○バス路線等でカバーできない地域は、地域と連携し、

コミュニティ交通を導入し、日常生活に必要な移動手

段を確保します。

▲コミュニティ交通の例（予約型乗合タクシー）

地域と共に公共交通による移動を
確保するコミュニティ交通路線

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ
8軸の基幹公共交通軸

路線再編と事業者連携で
分かりやすく利用しやすいバス路線網

バス路線網の再編

○バス事業者の枠を越えた路線網の再編をす

すめ、利用者のニーズに沿った利便性の高い持

続可能なバス路線を実現します。

基幹公共交通軸の強化

○定時性、速達性、大量輸送など公共交通の高いサー
ビスを提供することで、自家用車からの転換を促します。

▲超低床電車

交通結節機能の向上

○地域特性に応じて公共交通と自動車交通を効率
的に組合せ、利便性の高い交通体系を再構築します。
○特に、交通が集中する市街地部を公共交通利便
向上エリアとします。

▲施策展開イメージ

公共交通ネットワークイメージ

▲サブターミナル(熊本駅)

移動利便性の向上

▲MaaS化の推進

放射環状道路等

（仮称）公共交通利便向上エリア

○新たなモビリティサービスの展開を

見据え、経路検索・位置情報システ

ム・料金決済等の機能向上を図ります。

○加えて、共通定期や乗継割引、均

一料金等の導入により、公共交通の使

いやすさの向上を図ります。

▲メインターミナル
(熊本桜町バスターミナル)

🔺幹線バス（国道3号線）

① 基幹公共交通軸の強化

② 環状機能の強化

③ 公共交通との結節強化

その他の支線

【地域拠点15箇所】
・植木地区
・北部地区
・楠・武蔵ヶ丘地区
・八景水谷・清水亀井地区
・子飼地区
・長嶺地区
・水前寺・九品寺地区
・健軍地区
・平成・南熊本地区
・刈草地区
・富合地区
・城南地区
・川尻地区
・城山地区
・上熊本地区



将来においても渋滞が残存

〇今後、道路整備が進んでも概ね外環状道路の内側
に渋滞が残存と予想。

〇自家用車から公共交通への転換を促進し、特に概ね外環状道路より内側を公共交通主体
の交通体系へ

交通が集中する市街地部は公共交通主体の交通体系に転換超高齢社会の進展

〇65歳以上の人口が大きく増加する見
込み。

バス利用者の減少

〇バス利用者はピーク時の約３
割まで減少。

公共交通サービス水準の低下

〇利用者減少とサービス水準の低下
が負のスパイラルとなっている。

▲地域ごとの交通特性に応じた交通体系のイメージ

（出典：熊本都市圏都市交通マスタープラン）
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自家用車に依存 公共交通に転換

▲同じ人数を自動車と公共交通で運ぶ場面を想定したイメージ比較

バス BRT
LRT〇公共交通への

転換により、限
られた道路空間
の有効活用が可
能に

公共交通への
転換イメージ

〇自動車の利用割合が４０年で約２倍に増加。

自動車分担率の増加
そ
の
結
果

公共交通利用者
の減少

公共交通事業者
の経営悪化、
運転手の不足運行本数

の減少、
路線の廃止

概ね外環状道路より内側
に低速度区間が集中

出典：国勢調査、熊本市人口ビジョン

▲高齢者人口の推移
▲バスの年間利用者数の推移

▲交通手段分担率の変化
出典：熊本都市圏パーソントリップ調査結果（以下、「PT調査結果」） ▲東バイパスの渋滞状況

▲公共交通における負のスパイラル

一般道 10km/h 未満 一般道 10～20km/h 未満
一般道 渋滞解消区間 外環状道路

▲朝ピーク時の低速度区間の将来予測

出典：PT調査結果（2035OD事業化ネット推計値）

自家用車依存による渋滞

〇自動車分担率の増加により、渋滞
が悪化。

公共交通ネットワーク及びベストミックス構築の施策展開イメージ

基幹公共交通軸の強化

▲バス専用レーン

▲市電延伸

定時性・速達性の向上

▲市電多両編成車両

輸送力の向上

事業者連携によるバスの利便性向上

コミュニティ交通

重複区間の最適化イメージ

バス路線網の再編

公共交通空白・不便地域の解消

🔺予約型乗合タクシー

交通結節機能の向上

🔺メインターミナル
（熊本桜町バスターミナル）

🔺サブターミナル（熊本駅）

公共交通と道路の取組を組み合わせたベストミックスの構築イメージ（再掲含む）

市街地部 周辺部環状道路

▲新しい運賃体系の導入 ▲待合環境の改善

案合サインの充実案内サインの充実

上屋・ベンチの整備

▲環状バスの見直し ▲パーク＆ライドの拡充

▲環状道路の整備 ▲公共交通との結節点整備

▲公共交通専用走行空間の確保
▲基幹軸上の道路整備

▲バス専用レーン▲市電延伸 ▲多両編成車両

▲基幹軸上の交差点改良
（放射環状道路の立体化）
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▲ICｶｰﾄﾞ・位置情報システム等の活用

▲MaaS化の推進

移動利便性の向上

基幹公共交通軸

🔺路面標示明確化

■重複区間の需要と供給のバランスをバス会社間で調整。
■等間隔運行やパターンダイヤ化などによる利便性向上と需要と供給のバラン
スが取れた便数による運行の効率化を図る。

🔺事業者の枠を越えた取組（共同経営型）

▲大型車（バス）の走行環境確保
（車道幅員確保・歩車道分離）

2社がそれぞれ運行 共同運行により最適化

公共交通主体
自動車交通主体

公共交通利便向上エリア内の移動利便性向上 利便性向上・通過交通の削減 公共交通機関への乗換え

定時性・速達性・輸送力の向上

公
共
交
通
の
取
組

道
路
の
取
組

BRT

公共交通乗降場

P＆R用駐車場

エリア内
均一運賃

（仮称）
公共交通利便向上エリア


